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哲　　　学　第 130 集

生きすぎたりや六十五
 渡 邉　 茂

慶應義塾に奉職して 40 年になる．それ以前に 19 年間この学校に通って

いたので，幼稚舎の門を入って以来，およそ 60 年を経て初めて慶應義塾

を離れることになる．そのこと自体にそれほどの感傷はないが，よくまあ

飽きずにいたものだと思う．

大学教授に「自分が平均以上の教授だと思うか」という調査をしたとこ

ろ 94％の教授が自分は平均以上だと回答したという．たしかに，どう見

ても並以下の先生がそれを恥じるでもなく堂々としているので，大学教授

とは随分特殊なメンタリティの人種なのだと思う．僕自身のそのような判

断のバイアスを勘案しても，まあ人並み以上には研究もし，研究者も育て

たので（こちらはまことに素材に恵まれたというべきで多くの優れた人材

を学問の世界に送った），とくに思い残すことはない．

研究活動はその多くを英文で出版しており，検索しやすいと思うので興

味のある方はそちらを見ていただきたい．僕は 40 年間，もっぱら動物実

験をしてきた訳だが，飼育室と 1 部屋の実験室でスタートしたもの（今の

北館の位置にあった）が現在は飼育室 3，実験室 15（301.44 平方メート

ル）になっている．僕が学生のころは動物実験室と呼ぶ人はまれで，もっ

ぱら「鳩小屋」と呼ばれていた．なにぶんバラックであり，野良猫が入り

込んで鳩を食べる，といったことさえあった．現在の実験室からはちょっ

と想像できない．

慶應の心理学はもっぱら行動実験で動物を殺すような実験は行われてい

なかったが，僕は脳損傷などの生理実験を始めた．そこで，教員になって

からすぐに「動物慰霊祭」を行うことにした．僕は塾高の時に生物学研究

会というクラブに属しており，そこでは解剖したあとのネズミやモルモッ
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トを埋める時に合掌することが習慣になっていたので，いわばその習慣を

踏襲したのである．今は，屍体は業者に処理を委託しているが，年に一度

は皆で線香を焚き，実験に供された動物に感謝することにしている．これ

は是非，今後も続けて欲しい．

米国の大学にいた時に，毎週のようにセミナーが開かれ，その後にワイ

ンとチーズくらいの簡単な会食があった．しばしばジョブトークを兼ねて

いて，会食会場の隅で，トークの印象や講演者の可能性をこそこそ訊かれ

たのを憶えている．日本に帰ってから，バイオサイコシンポジウムとして

このような小学術集会を不定期に開くことにした．講師は高名な研究者の

場合もあればポスドククラスの若手の場合もあり，謝礼もその時の懐次第

で出したり出さなかったりだが，140 回近くになっているので，これも是

非続けて欲しい．若い研究者はともすれば籠城主義になりがちで，ちょっ

と専門が離れると全く興味を示さない．もちろん自分にも覚えのあること

である．このような小集会は効率的に周辺領域の最先端知識を得ることが

できるので是非活用して欲しい．

もうひとつ僕が在職中に始まったことに印東太郎賞がある．これは塾が

誇るワールドクラスの研究者であった印東教授のご遺志による資金によっ

て設立されたもので，隔年で若手の心理学関連の研究者に授与される賞で

ある．僕が第 1 回，第 2 回の選考委員長を務めたが，これも資金の続く限

り維持して欲しい．

いわば恒例で退職教授の特集号が編纂された訳だが，普段，ハイクオリ

ティの雑誌に論文を発表されている方に，権威はあるもののいささかロー

カルな雑誌に投稿を依頼することにはいささか躊躇した．幸い，多くの方

に投稿していただき，感謝の念に耐えない．また編纂の労を執られた大森

さんにも心より感謝したい．職業としての大学教員には定年があるが，天

職としての研究者には定年はない．道半ばで生命は果てることは百も承

知，その時まで軽やかに舞い続けるつもりでいる．


